
   

 

 

 

 

 

 

 

京都大学 大学院理学研究科 

 

地球惑星科学専攻年報 

（公開版） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023（令和 5）年度 
 

Division of Earth and Planetary Sciences 
Graduate School of Science,  

Kyoto University 
 

  



目 次 

 

                                            

頁 

２. 教育活動の概要                                     

2.1  学部                                     

   2.1.1  講義 

   2.1.2  課題演習 

   2.1.3  課題研究 

   2.1.4  卒業後の進路 

 

  2.2  大学院                                                            

    2.2.1  特別講義  

   2.2.3  大学院修士課程入学者 

   2.2.4  大学院博士課程進学・編入学者 

   2.2.6  学位 

    2.2.6.1  修士 

    2.2.6.2  博士 

   2.2.7  大学院修了後の進路 

 

付録 1．論文・報告書・著書                               

付録 2．学会発表等                                    

付録 3．その他の活動                                  

付録 4．助成金                                     

                                    

 



 

 1 

2．教育活動の概要 

2.1 学部 

2.1.1 講義 

 

磁：地磁気世界資料解析センター， 防：防災研究所， 別：地球熱学研究施設， 

阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球物理学概論Ⅰ 前 田口 聡・久家慶子 

地球物理学概論Ⅱ 後 重 尚一・吉川 裕・金子善宏 

計算地球物理学 後 石岡圭一 

計算地球物理学演習 後 石岡圭一・根田昌典・風間卓仁 

地球連続体力学 後 宮﨑真一 

観測地球物理学 前 齊藤昭則・重 尚一・吉川 裕・横尾亮彦（阿） 

観測地球物理学演習 A 

 
夏期集中 

坂崎貴俊・大倉敬宏(阿)・大谷真紀子・ 

風間卓仁・宇津木充(阿)・横尾亮彦(阿)・ 

原田裕己 

観測地球物理学演習 B 夏期集中 
楠本成寿(別)・吉川 裕・大沢信二(別)・ 

澤山和貴(別) 

地球連続体力学からの展開 

弾性体力学 

後 

前 

宮﨑真一 

金子善宏 

地球流体力学 前 坂崎貴俊 

電離気体電磁力学 前 齊藤昭則 

地球物理学のためのデータ解析法 前 向川 均・伊藤耕介 

海洋物理学Ⅰ 後 吉川 裕 

気象学Ⅰ 後 石岡圭一 

地球電磁気学 後 藤 浩明（磁） 

物理気候学 前 重 尚一 

固体地球物理学 A 後 久家慶子・大倉敬宏（阿） 

地球物性物理学 後 清水以知子 

測地学 前 大谷真紀子・深畑幸俊(防)・楠本成寿（別） 

地震学 前 久家慶子・伊藤喜宏 

海洋物理学Ⅱ 前 吉川 裕 

気象学Ⅱ 前 石岡圭一 

太陽地球系物理学 前 田口 聡 

陸水学 前 
大沢信二(別) ・柴田智郎（別）・ 

松四雄騎（防） 

火山物理学 前 
大倉敬宏(阿)・為栗健（防）・ 

大見士朗（防）・ 宇津木 充(阿)・横尾亮彦(阿) 

地球熱学 前 楠本成寿(別)・大沢信二(別)・横尾亮彦(阿) 
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阿：地球熱学研究施設火山研究センター，人：人間・環境学研究科，生：生存圏研究所 

 

 

 

 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地質科学概論Ⅰ 前 山路 敦・成瀬 元 

地質科学概論Ⅱ 後 下林典正・河上哲生 

グローバルテクトニクス 前 田上高広・古川善紹（阿） 

基礎地質科学実習 後 地球惑星科学系教員多数 

生物圏進化史 後 松岡廣繁 

太陽系と地球の化学 前 伊藤正一・高橋けんし(生)・野口高明 

岩石学 後 河上哲生 

鉱物学 後 下林典正・三宅 亮 

地質調査・分析法Ⅰ 前 地球惑星科学系教員多数 

古生物学Ⅰ 後 生形貴男 

地球テクトニクスⅠ 後 田上高広・渡邊裕美子 

地質調査・分析法Ⅱ 後 地球惑星科学系教員多数 

構造地質学 後 佐藤活志・山路 敦 

宇宙地球化学 後 伊藤正一・野口高明 

岩石学実験 後 河上哲生・東野文子 

地質科学野外巡検ⅠＡ 前 地球惑星科学系教員多数 

地質科学野外巡検ⅠＢ 後 地球惑星科学系教員多数 

地球テクトニクス実習Ⅰ 後 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

宇宙地球化学実習 後 伊藤正一・野口高明 

地層学実験 後 佐藤活志・成瀬 元・山路 敦 

地質科学野外巡検Ⅱ 後 山路 敦 

地球惑星史基礎論 前 生形貴男・田上高広・野口高明 

地球惑星物質科学基礎論 前 下林典正・河上哲生 

地質科学表層プロセス基礎論 前 成瀬 元・渡邊裕美子 

地質科学内部プロセス基礎論 前 山路 敦・田上高広 

地史学実験 後 生形貴男・松岡廣繁 

鉱物科学実験 後 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

古生物学Ⅱ 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

鉱物学特論 前 下林典正・伊神洋平・三宅 亮 

変成岩岩石学 前 河上哲生・東野文子 

鉱物学実習 前 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

地球テクトニクス実習Ⅱ 前 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

理論テクトニクス 前 山路 敦・佐藤活志 

堆積学 後 成瀬 元 

古生物学実験 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

地球テクトニクスⅡ 前 堤 昭人・田上高広 
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全学共通科目 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球の物理 前 地球惑星科学系教員多数 

How the Earth Works: Environmental 

Change－地球の営み：環境変動－ 
前 Bogdan Enescu 

ILAS E2 ゼミナール：Frontiers of 

Earthquake Science 
前 Bogdan Enescu 

プラズマ科学入門 後 齊藤昭則（分担） 

How the Earth Works: Earth’s 

History－地球の営み：地球史－ 
後 Bogdan Enescu 

ILAS E2 ゼミナール： Earthquakes & 
Volcanoes - Prediction and Hazards 

後 Bogdan Enescu 

地球科学実験 後 風間卓仁（分担）・根田昌典（分担） 

情報基礎演習［理学部］ 後 原田裕己（分担） 

総合科学：自然災害の科学 後 清水以知子 

フィールド地球科学 前 成瀬 元（分担）伊藤正一（分担） 

地球科学実験 前 三宅 亮（分担）・佐藤活志（分担） 

ILASセミナー：鉱物の世界への誘い  

  ～鉱物好き，大集合！～ 
前 下林典正 

ILASセミナー：惑星・衛星の地学 前 山路 敦 

地球の誕生と進化 後 
生形貴男（分担）・野口高明（分担）・ 

河上哲生（分担） 

Introduction to Earth Science B-E2 後 Horst Zwingmann 

Field Earth Science-E2 後 Horst Zwingmann 

Advance Practice of Earth Science-E2 後 Horst Zwingmann 

 

 

2.1.2 課題演習 

 

課 題 名 担  当  教  員 

DA：固体地球系 久家慶子・大倉敬宏（阿）・大谷真紀子・清水以知子・風間卓仁 

DB：流体地球系 石岡圭一・吉川 裕・根田昌典・重 尚一・原田裕己・坂崎貴俊・ 

今城 峻（磁） 

DC：固体地球系 地球惑星科学教員多数 

DD：流体地球系 地球惑星科学教員多数 

E1：地質科学研究法 1 山路 敦・佐藤活志・成瀬 元・生形貴男・東野文子 

E2：地質科学研究法 2 

 

三宅 亮・下林典正・野口高明・堤 昭人・渡邊裕美子・ 

山路 敦・松岡廣繁・佐藤活志・伊藤正一・伊神洋平・東野文子 

 

課題演習 DA・DB （地球物理学分野） 

・2023 年度登録者 総計 25 名 

・2024 年度登録者 総計 28 名 
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課題演習 E1・E2 （地質学鉱物学分野） 

・2023 年度登録者 総計 16 名 

・2024 年度登録者 総計 16 名 
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2.1.3 課題研究 

 

課   題  名 担   当   教   員 

T1：電磁気圏 

 

T2：大気圏・水圏 

 

T3：固体圏 

 

 

T11：地球テクトニクス 

T12：岩石学 

T13：鉱物学 

T14：地層学 

T15：地史学 

T16：宇宙地球化学 

田口 聡・松岡彩子(磁)・齊藤昭則・藤 浩明(磁)・宇津木 充(阿)・ 

原田裕己・今城 峻(磁) 

向川 均・石岡圭一・重 尚一・吉川 裕・根田昌典・ 

大沢信二(別) ・坂崎貴俊 

宮﨑真一・久家慶子・金子善宏・ENESCU, Bogdan Dumitru・ 

清水以知子・風間卓仁・大倉敬宏(阿)・横尾亮彦（阿）・ 

楠本成寿（別）・大谷真紀子 

田上高広・ZWINGMANN, Horst・堤 昭人・渡邊裕美子 

河上哲生・東野文子 

下林典正・三宅 亮・伊神洋平 

生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

山路 敦・佐藤活志 

野口高明・伊藤正一 

  

磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設,  阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

 

・ 課題研究の題目(括弧内は指導教員名； 磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設   

阿：地球熱学研究施設火山研究センター) 

T1  電離圏プラズマの直接観測：観測ロケット搭載用ラングミュアプローブの開発（齊藤昭則） 

T1  極域におけるメソスケールプラズマ流の特性と役割：時間差約 60 秒で飛行する 2つの Swarm 衛星

の電場データの解析（田口聡） 

T1  機械学習を用いた地磁気永年変化推定（藤浩明(磁)） 

T1  観測対象磁場現象に最適化したデジタル方式フラックスゲート磁力計のパラメーター設計（松岡

彩子(磁)） 

T1  BepiColombo の水星軌道における太陽風磁場の解析（松岡彩子(磁)） 

T1  火星ディスクリートオーロラの紫外撮像・レーダー観測比較解析（原田裕己） 

T2  冬季に日本周辺で発達する温帯低気圧と大気・海洋の背景場の関係（吉川裕） 

T2 2023 年に発生した成層圏突然昇温の解析（向川均） 

T2 トラジェクトリー解析を利用した日本の夏の高温の解析（坂崎貴俊）  

T2 波駆動流が漂流物の分布に及ぼす影響の評価（吉川裕） 

T2 大気潮汐の長期変動について（坂崎貴俊） 

T2 北半球夏季寒帯ジェットに沿って伝播するロスビー波束の特徴 －1993 年 7 月の事例解析－（向川

均） 

T2 層状性降水におけるブライトバンドでの降水過程（重尚一）  

T2 表面波による内部波生成のメカニズム解明に向けた研究（吉川裕） 

T2 IDBF を用いた高速な球面調和関数変換について（石岡圭一） 

T3 南海トラフ沿いの地震サイクルシミュレーション：断層面形状の効果（大谷真紀子） 

T3 Lagrange 形式に基づく重力変化の数値計算：球状圧力源変動を例に（風間卓仁） 

T3 高温高圧下での長崎蛇紋岩の変形実験（清水 以知子） 

T3 2020～2023 年に GNSS で観測された能登半島における地殻変動に関連した断層すべりの時空間発展

の推定（宮崎真一） 

T3 物理深層学習を用いた長期的 SSE 発生域の摩擦パラメータ推定（大谷真紀子） 
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・課題研究の題目(括弧内は指導教員名) 

T11 コスタリカ沖ココスプレート上の生物起源堆積物の低有効垂直応力条件下における 

摩擦速度依存性（堤 昭人） 

段階エッチングによるモナザイト中のフィッション・トラック分析（田上高広） 

高速滑り速度下における石英質ガウジの摩擦弱化挙動に及ぼす温度上昇の影響 

（堤 昭人） 

T12 領家帯上野地域蓮池に産出する斑糲岩に見られる複層コロナ組織の記載と成因に 

ついての考察（河上哲生） 

東南極セール・ロンダーネ山地ブラットニーパネに産する、異なる温度圧力条件で 

形成された二種類のザクロ石（河上哲生、東野文子） 

T13 神奈川県三浦半島に分布する葉山層群立石凝灰岩に含まれる沸石脈について 

（下林典正） 

京都府和束町石寺地域の石英脈に多量に含まれる石墨の起源（下林典正） 

 T14 幾何学的形態測定法及びベイズ推定による欠損標識点座標の推定手法の検討 

― Mercenaria stimpsoni(二枚貝)を用いた例 ―（生形貴男） 

     基盤岩強度を考慮した岩盤河川侵食モデリング：阿武隈川流域河川における検証 

（成瀬 元） 

T15 丹波帯の砥石型珪質粘土岩に発達する石英脈から推定された高駆動流体圧比 

（佐藤活志） 

T16 京都大学総合博物館の屋上からの宇宙塵探索（野口高明） 

二次イオン質量分析法による CMOS カメラを用いた結像型同位体イメージング分析法 

の開発（伊藤正一） 

雪の凍結乾燥による AMMs 回収手法の改良と回収した AMMs の特徴について 

（野口高明） 

 

2.1.4 卒業後の進路 

 

地球物理学分野 

 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学 ２０名 

 他大学大学院への進学 １名 

 就職 ２名  ㈱三菱 UFJ 銀行、気象庁 

 

地質学鉱物学分野 

 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学   １０名 

 就職                        ４名 新日本電工（株）、電源開発（株）、 

アクセンチュア（株） 外 

 就職準備中                     １名 

 

2.2 大学院 

2.2.1 特別講義 

・地震学 

内田直希（東京大学地震研究所 准教授） 
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・雲物理学 

鈴木賢士（山口大学創成科学研究所 教授） 

・探査工学 

辻 健（東京大学大学院工学系研究科 教授） 

・宇宙プラズマ物理学 

吉川顕正（九州大学大学院理学研究院 教授） 

・火山岩岩石学 

栗谷豪（北海道大学理学研究院 教授） 

・テクトニクス、構造岩石学 

WALLIS, Simon（東京大学理学系研究科 教授） 

・系外惑星科学 

生駒大洋（国立天文台科学研究部 教授） 

 

 

2.2.3 大学院修士課程入学者 

 

（地球物理学分野） 

・入学試験 

・合格者 34 名 

・出身大学 

京都大学理学部 21 名, 大阪大学理学部 1 名, 高知大学理工学部 2 名, 神戸大学海事科学部 1 名,  

広島大学理学部 1 名,新潟大学理学部 1名, 徳島大学理工学部 1 名, 京都産業大学理学部 2 名, 

同志社大学理工学部 1名,立命館大学理工学部 1名 

 

 

（地質学鉱物学分野） 

・入学試験 

・合格者 16 名 

・出身大学 

京都大学理学部 10 名，神戸大学理学部 2 名，長崎大学環境科学部 1 名，大阪市立大学理学部 1 名， 

中国地質大学海洋学部 1 名，中南大学地球科学・情報物理学部 1 名 

 

 

2.2.4 大学院博士課程進学・編入学者 

 

（地球物理学分野） 

・進学・編入学試験 

・合格者数4名 

・出身大学 

京都大学大学院理学研究科 2名、九州大学大学院工学研究科 1名、 

National Autonomous University of Mexico Earth Science 研究科 1名、 

 

 

 

 



 

 8 

・進学・編入学試験 

・合格者数：9名 

・出身大学 

京都大学大学院理学研究科 6名, 東京大学大学院理学系研究科 1名, 大阪大学大学院理学研究科 1名 

浙江大学大学院工学研究科 1名 

 

・国費留学生選抜試験 

・合格者数2名 

・出身大学 

グルノーブル・アルプ大学 PHITEM 大学院 1名, 九州大学大学院総合理工学府 1名 

 

（地質学鉱物学分野） 

・進学試験 

・合格者数1名 

・出身大学 

  京都大学大学院理学研究科1名 
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2.2.6 学位 

2.2.6.1修士 

（地球物理学分野で審査をしたもの） 

No.  論 文 題 目 

1  北西太平洋で発生した熱帯低気圧の胚胎渦に関する研究 

2  ニュージーランド北島および付加体域への Adjoint tomography の適用 

3  
海洋混合層下の遷移層における諸物理特性の空間分布と季節変化およびその要

因について 

4  スパース正則化を用いた磁化構造解析手法の開発と実データへの適用 

5  
上流プロトンサイクロトロン波動が駆動する火星電離圏における圧縮性 ULF 波

動の統計的研究 

6  
重力および土壌水分の連続観測データを用いた土壌パラメーターの推定：国立

天文台水沢を例に 

7  ラングミュア乱流が海面加熱時の混合層に及ぼす影響の評価 

8  
Matched Filter 法を用いた阿蘇火山における火山性地震の検出および噴火様式

との関係について 

9  海鳥バイオロギングデータの気象観測としての利用可能性 

10  
マイクロレインレーダーと MU レーダーを用いた冬季降雪雲内の固体降水粒子

タイプの推定 

11  北西太平洋で発生した台風の通過に伴う海洋への影響 

12  断層表面形状の異方性を考慮した亀裂岩石の水理特性と電気特性の数値解析 

13  
速度状態依存摩擦構成則における直接効果パラメータの微視的物理：摩擦実験

からの示唆 

14  
北太平洋亜熱帯モード水の南方への移流に伴う亜表層水温の鉛直構造変化につ

いての研究 

15  
遠地地震による日本列島における地震活動の変化にもとづく動的誘発の定量的

研究 

16  桜島火山東部における局所的沈降の物理的解釈 

17  水星固有磁場の軸対称性と外核上部安定成層 

18  バランス方程式を用いた渦位のインバージョン 

19  電離圏中性大気観測に向けた質量分析器の開発 

20  弾性-粘弾性成層構造媒質中の断層運動が作る非直観的な変位場について 

21  地震波の周波数に依存した異なる時間スケールで変化する地下水位の解析 

22  
火星地殻残留磁化近傍でのエネルギー時間分散を伴う準周期的電子注入現象に

ついての研究 

 

（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 
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No.  論 文 題 目 

1  
CI コンドライトとリュウグウ試料中の無水副成分鉱物に着目した岩石組織学

および鉱物学的研究 

2  

Phylogenetic analysis of Tritylodontidae (Synapsida, Cynodontia), 

and morphological and geographical features of its Early Cretaceous 

subtaxa 

3  
畳み込みニューラルネットワークを用いたマストランスポート堆積物の逆解

析手法の開発 

4  
付加体浅層部におけるせん断誘起間隙水圧上昇による断層強度弱化に関する

実験的研究 

5  石英の摩擦素過程に及ぼす湿度の影響評価 

6  
Timing of boron-bearing fluid-rock interaction at the subduction 

interface: an example from the Sanbagawa metamorphic belt, SW Japan 

7  鳥取県若桜産糸魚川石とこれに付随する Sr,Ba 含有鉱物 

 

 

・令和５年度地球惑星科学専攻修士論文賞 

 米田匡宏（地球物理学） 

 吉川浩一朗（地球物理学） 

 伊藤良介（地球物理学） 

横井雅範（地質学鉱物学） 

 

 

2.2.6.2 博士 

（地球物理分野で審査をしたもの） 

氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

MPUANG Admore 

Phindani 

2023.11.24 Seismotectonics of Botswana: New insights from seismic 

velocity and anisotropy structure of the upper lithosphere 

福井宏和 2024.3.25 粗粒安山岩質テフラの風化におけるハロイサイトの生成機構：鉄

の酸化還元状態と地中水文過程がもたらす影響 

黄  超 2024.3.25 Variable effects of non-plastic fines on the initiation 

and mobility of fluidized landslides: An experimental 

study 

徐  盟庚 2024.3.25 Numerical Studies on the Effects of Atmospheric Radiation 

on the Evolution of Tropical Cyclones 

 青木俊輔 2024.3.25 衛星搭載レーダ観測による沿岸降水の気候学的研究 

岡田悠太郎 2024.3.25 Activities of short-term slow slip events clarified by a 

newly developed systematic detection method using decadal 

GNSS data in the Nankai, Alaska, and Japan subduction 

zones 
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（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 

氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

鈴村明政 2023.9.25 Formation process of a compact Type A Ca-Al-rich inclusion 

from Northwest Africa 7865 reduced CV3 chondrite : the 

condensation process after the igneous process 

飯嶋耕崇 2024.3.25 Estimation of source fault parameters from tsunami 

deposits by inverse model using deep neural network 

牛丸健太郎 2024.3.25 Eocene rifting in the northern Ryukyu arc triggered by 

ridge subduction: Insights from the geology of the Amakusa 

region 

 

2.2.7 大学院修了後の進路 

（地球物理分野） 

・修士課程 

 京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学 6 名 

㈱ウェザーニューズ、KDDI㈱、㈱SHIFT、PwC コンサルティング(同)、日本航空㈱、㈱日立製作所、 

日本出版㈱、㈱QUNIE、㈱ウイルテック、パナソニックコネクト㈱、㈱三菱総合研究所、㈱日立ハイテク 

㈱三井住友銀行、㈱住友金属鉱山、気象庁 

 

 ・博士課程 

 ㈱とめ研究所、宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター、東北大学災害科学国際研究所、自営業 

 

（地質学鉱物学分野） 

・修士課程 

   京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学 1 名、 

   三菱重工業（株）、JX 石油開発（株）、ENEOS（株）、パナソニック ホールディングス（株）、 

日本海洋事業（株）、就職活動中 

 

・博士課程 

   京都大学人間・環境学研究科 特定研究員、国際石油開発帝石（株）、 

産業技術総合研究所地質調査総合センター JSPS 特別研究員(PD) 
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付録 1．論文・報告書・著書 

 

◇論文 
（地球物理分野） 

Aizawa, S., Harada, Y., André, N., Saito, Y., Barabash, S., Delcourt, D., Sauvaud, J. A., Barthe, A., Fedorov, A., 
Penou, E., Yokota, S., Miyake, W., Persson, M., Nénon, Q., Rojo, M., Futaana, Y., Asamura, K., Shimoyama, M., 
Hadid, L. Z., Fontaine, D., Katra, B., Fraenz, M., Krupp, N., Matsuda, S. and Murakami, G, 2023. Direct evidence 
of substorm-related impulsive injections of electrons at Mercury. Nat Commun 14, 4019. 
https://doi.org/10.1038/s41467-023-39565-4 

Andoh, S., Saito, A. and Shinagawa, H, 2023. E-field effects on day-to-day variations of geomagnetic mid-latitude 
sporadic E layers. Journal of Geophysical Research: Space Physics, 128, e2022JA031167. 
https://doi.org/10.1029/2022JA031167 

Andoh, S., Saito, A. and Shinagawa, H, 2023. Simulation of horizontal sporadic E layer movement driven by 
atmospheric tides. Earth, Planets and Space, 75, 86, https://doi.org/10.1186/s40623-023-01837-0 

Aoki, S., and S. Shige, 2024. Control of low-level wind on the diurnal cycle of tropical coastal precipitation. J. Climate, 
37, 229-247, doi:10.1175/JCLI-D-23-0180.1. 

Enescu, B., Ghita, C., Moldovan, I. and Radulian, M., 2023. Revisiting Vrancea (Romania) Intermediate-Depth 
Seismicity: Some Statistical Characteristics and Seismic Quiescence Testing. Geosciences, v.13, n.7, Articol no. 
219, doi: 10.3390/geosciences13070219. 

Fränz, M., Rojo, M., Cornet, T., Hadid, L. Z., Saito, Y., André, N., Varsani, A., Schmid, D., Krüger, H., Krupp, N., 
Delcourt, D., Katra, B., Harada, Y., Yokota, S., Verdeil, C., Aizawa, S., Millilo, A., Orsini, S., Mangano, V., 
Fiethe, B., Benkhoff, J. and Murakami, G, 2024. Spacecraft outgassing observed by the BepiColombo ion 
spectrometers. Journal of Geophysical Research: Space Physics, 129, e2023JA032044. 
https://doi.org/10.1029/2023JA032044 

Fukushima, R., Kano, M. and Hirahara, K., 2023. Physics‐Informed Neural Networks for Fault Slip Monitoring: 
Simulation, Frictional Parameter Estimation, and Prediction on Slow Slip Events in a Spring‐Slider System, J. 
Geophys. Res.: Solid Earth, v. 128(12), n. e2023JB027384, doi:10.1029/2023JB027384. 

Gershman, D. J., Fuselier, S. A., Cohen, I. J., Turner, D. L., Liu, Y-H., Chen, L-J., Phan, T. D., Stawarz, J. E., 
DiBraccio, G. A., Masters, A., Ebert, R. W., Sun, W., Harada, Y. and Swisdak, M, 2024. Magnetic Reconnection 
at Planetary Bodies and Astrospheres. Space Sci Rev 220, 7 (2024). https://doi.org/10.1007/s11214-023-01017-2 

Harada, Y., Nakamura, Y., Sánchez-Cano, B., Lester, M., Terada, N. and Leblanc, F, 2023. Radio Absorption in the 
Nightside Ionosphere of Mars During Solar Energetic Particle Events, Space Weather, 21, e2023SW003755. 
https://doi.org/10.1029/2023SW003755 

Ishioka, K., 2023: What is the equivalent depth of the Pekeris mode? Journal of the Meteorological Society of Japan. V. 
101, p. 139 – 148. 10.2151/jmsj.2023-008 

Ishiyama, R., Fukuyama, E. and Enescu, B., 2024. Estimation of time-variable friction parameters using machine learning. 
Geophysical Journal International, v. 236, n.1, p. 395–412, doi: 10.1093/gji/ggad422. 

Ishizaki, H., Sakazaki, T., and Ishioka, K., 2023: Estimation of the equivalent depth of the Pekeris mode using reanalysis 
data. Journal of the Meteorological Society of Japan. v. 101, p. 461 – 469. 10.2151/jmsj.2023-027 

Ito, R. and Kaneko, Y. 2023. Physical mechanism for a temporal decrease of the Gutenberg-Richter b-value prior to a 
large earthquake. Journal of Geophysical Research, v. 128, n. 12, doi:10.1029/2023JB027413. 

Jones, G. H., ..., Harada, Y., … and Ji, H. (235 authors) The Comet Interceptor Mission. Space Sci Rev 220, 9 (2024). 
https://doi.org/10.1007/s11214-023-01035-0 

Kato, M., Harada, Y., Xu, S., Poppe, A. R., Halekas, J. S., Miyake, Y., Usui, H., Nishino, M. N. and Matsumoto, T. 
2023. Modeling photoelectron and Auger electron emission from the sunlit lunar surface: A comparison with 
ARTEMIS observations. Journal of Geophysical Research: Space Physics, 128, e2023JA031707. 
https://doi.org/10.1029/2023JA031707 

Kotani, T., Toida, M., Moritaka, T. and Taguchi, S., 2023. Simulation study of the harmonic structure of lower hybrid 
waves driven by energetic ions, Physical Review E, 108, 035208, doi: 10.1103/PhysRevE.108.035208. 

Perez-Silva, A., Kaneko, Y., Savage, M., Wallace, L. and Warren-Smith, E. 2023. Characteristics of slow slip events 
explained by rate-strengthening faults subject to periodic pore fluid pressure changes. Journal of Geophysical 
Research, v. 128, n. 6, doi:10.1029/2022JB026332. 

Sawyer, R. P., Halekas, J. S., Bonnell, J. W., Chen, L. J., McFadden, J., Glassmeier, K. H., Harada, Y. and Stanier, A. 
2023. Does magnetic reconnection occur in the near lunar surface environment? Geophysical Research Letters, 50, 
e2023GL104733. https://doi.org/10.1029/2023GL104733 
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Shige, S., F. Kato, and S. Aoki, 2023. Cloud and precipitation variability associated with the Madden-Julian Oscillation 
over the Maritime Continent. Geophys. Res. Lett., 50, e2023GL105189, doi:10.1029/2023GL105189. 

Shimizu, R., S. Shige, T. Iguchi, C.-K. Yu, and L.-W. Cheng, 2023. Narrowing the Blind Zone of the GPM Dual-
Frequency Precipitation Radar to Improve Shallow Precipitation Detection in Mountainous Areas. J. Appl. Meteor. 
Climatol., 62, 1437-1450, doi:10.1175/JAMC-D-22-0162.1. 

Takemura, K., Maeda, S., Yamada, K., Mukougawa, H., and Naoe, H., 2023. Improved predictability of summertime 
Rossby wave breaking frequency near Japan in JMA/MRICPS3 seasonal forecasts. Weather and Forecasting, v. 
38, 999–1010, doi.org/10.1175/WAF-D-22-0226.1 

Takemura, K., Sato, H., Ito, A., Umeda, T., Maeda, S., Hirai, M., Tamaki, Y., Murai, H., Nakamigawa, H., Takayabu, 
Y.N., Ueda, H., Kawamura, R., Tanimoto, Y., Naoe, H., Nonaka, M., Hirooka, T., Mukougawa, H., Watanabe, M.,  
and Nakamura, H., 2024. Preliminary diagnosis of primary factors for an unprecedented heatwave over Japan in 
2023 summer. SOLA, v. 20, 69–78, doi.org/10.2151/sola.2024-010. 

Tamura, Y., Kazama, T., Nishiyama, R., Matsuo, K. and Imanishi, Y., 2023. Postseismic gravity changes after the 2011 
Tohoku earthquake observed by superconducting gravimeters at Mizusawa, Japan, Earth Planets Space, v. 75, n. 
145, doi:10.1186/s40623-023-01901-9. 

Teng, S., Sun, J., Gao, J. W., Harada, Y., Fraenz, M. and Han, D, 2024. MAVEN observation of magnetosonic waves in 
the Martian magnetotail region, Earth Planet. Phys., 8(2), 317–325. https://doi.org/10.26464/epp2024003 

Teng, S., Wu, Y., Harada, Y., Bortnik, J., Zonca, F., Chen, L. and Tao, X, 2023. Whistler-mode chorus waves at Mars. 
Nat Commun 14, 3142. https://doi.org/10.1038/s41467-023-38776-z 

Xu, S., Poppe, A. R., Szabo, P. S., Harada, Y., Halekas, J. S. and Chamberlin, P. C, 2023. Characteristics of lunar 
surface electrons inferred from ARTEMIS observations: 1. Backscattered electrons. Journal of Geophysical 
Research: Planets, 128, e2023JE007983. https://doi.org/10.1029/2023JE007983 

Yagi, Y., Okuwaki, R., Hirano, S., Enescu, B., Chikamori, M. and Yamaguchi, R., 2024. Barrier‐Induced Rupture Front 
Disturbances during the 2023 Morocco Earthquake. Seismological Research Letters, v. 95, n. 3, p. 1591–1598, doi: 
10.1785/0220230357. 

Zhang, C., Nilsson, H., Ebihara, Y., Yamauchi, M., Persson, M., Rong, Z., Zhong, J., Dong, C., Chen, Y., Zhou, X., 
Sun, Y., Harada, Y., Halekas, J., Xu, S., Futaana, Y., Shi, Z., Yuan, C., Yun, X., Fu, S., Gao, J., Holmström, M., 
Wei, Y. and Barabash, S, 2023. Detection of magnetospheric ion drift patterns at Mars. Nat Commun 14, 6866. 
https://doi.org/10.1038/s41467-023-42630-7 

隠岐颯太・風間卓仁・田村良明, 2024. 重力および土壌水分の連続観測データを用いた土壌パラメーターの推

定：国立天文台水沢を例に, 測地学会誌, v. 70, p. 26–47, doi:10.11366/sokuchi.70.26. 
風間卓仁・大柳諒・山本圭吾・岡田和見・大島弘光・竹中悠亮・井口正人, 2023. 桜島火山における繰り返し

相対重力測定 (2022 年 10 月および 2023 年 2～3 月), 京都大学防災研究所年報, v. 66B, p. 67–75. 
 

（地質学鉱物学分野） 
Adachi, T., Kawakami, T., Higashino, F., Uno, M., 2023, Metamorphic rocks with different pressure–temperature–time 

paths bounded by a ductile shear zone at Oyayubi ridge, Brattnipene, Sør Rondane Mountains, East Antarctica. 
Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, 118, S014. 

Aléon, J., Mostefaoui, S., Bureau, H., Vangu, D., Khodja, H., Nagashima, K., Kawasaki, N., Abe, Y., Alexander, C.M.O., 
Amari, S., Amelin, Y., Bajo, K., Bizzarro, M., Bouvier, A., Carlson, R.W., Chaussidon, M., Choi, B.-.-G., Dauphas, 
N., Davis, A.M., Di Rocco, T., Fujiya, W., Fukai, R., Gautam, I., Haba, M.K., Hibiya, Y., Hidaka, H., Homma, H., 
Hoppe, P., Huss, G.R., Ichida, K., Iizuka, T., Ireland, T.R., Ishikawa, A., Itoh, S., Kita, N.T., Kitajima, K., Kleine, 
T., Komatani, S., Krot, A.N., Liu, M.-.-C., Masuda, Y., Morita, M., Motomura, K., Moynier, F., Nakai, I., Nguyen, 
A., Nittler, L.R., Onose, M., Pack, A., Park, C., Piani, L., Qin, L., Russell, S.S., Sakamoto, N., Schönbächler, M., 
Tafla, L., Tang, H., Terada, K., Terada, Y., Usui, T., Wada, S., Wadhwa, M., Walker, R.J., Yamashita, K., Yin, Q.-.-
Z., Yokoyama, T., Yoneda, S., Young, E.D., Yui, H., Zhang, A.-.-C., Nakamura, T., Naraoka, H., Noguchi, T., 
Okazaki, R., Sakamoto, K., Yabuta, H., Abe, M., Miyazaki, A., Nakato, A., Nishimura, M., Okada, T., Yada, T., 
Yogata, K., Nakazawa, S., Saiki, T., Tanaka, S., Terui, F., Tsuda, Y., Watanabe, S., Yoshikawa, M., Tachibana, S. 
and Yurimoto, H. (2024), Hydrogen in magnetite from asteroid Ryugu. Meteorit Planet Sci, 59: 2058-
2072. https://doi.org/10.1111/maps.14139 

Aponte, J. C., Dworkin, J. P., Glavin, D. P., Elsila, J. E., Parker, E. T., McLain, H. L., Naraoka, H., Okazaki, R., Takano, 
Y., Tachibana, S., Dong, G., Zeichner, S. S., Eiler, J. M., Yurimoto, H., Nakamura, T., Yabuta, H., Terui1, F., 
Noguchi, T., Sakamoto, K., Yada, T., Nishimura, M., Nakato, A., Miyazaki, A., Yogata, K., Abe, M., Okada, T., 
Usui, T., Yoshikawa, Y., Saiki, T., Tanaka, S., Nakazawa, S., Tsuda, Y., Watanabe, S., The Hayabusa2-initial-
analysis SOM team, and The Hayabusa2-initial-analysis core team (2023) PAHs, hydrocarbons, and 
dimethylsulfides in Asteroid Ryugu samples A0106 and C0107 and the Orgueil (CI1) meteorite. Earth Planet. Space 
75, 28. https://doi.org/ 10.1186/s40623-022-01758-4 

Baum, S., Stengel, P., Abe, N., Acevedo, J. F., Araujo, G. R., Asahara, Y., Avignone, F., Balogh, L., Baudis, L., 
Boukhtouchen, Y., Bramante, J., Breur, P. A., Caccianiga, L., Capozzi, F., Collar, J. I., Ebadi, R., Edwards, T., Eitel, 
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K., Elykov, A., Ewing, R. C., Freese, K., Fung A., Galelli, C., Glasmacher, U. A., Gleason, A., Hasebe, N., Hirose, 
S., Horiuchi, S., Hoshino, Y., Huber, P., Ido, Y., Igami, Y., Ishikawa, N., Itow, Y., Kamiyama, T., Kato, T., 
Kavanagh, B. J., Kawamura, Y., Kazama, S., Kenney, C. J., Kilminster, B., Kouketsu, Y., Kozaka, Y., Kurinsky, N. 
A., Leybourne, M., Lucas, T., McDonough, W. F., Marshall, M. C., Mateos, J. M., Mathur, A., Michibayashi, K., 
Mkhonto, S., Murase, K., Naka, T., Oguni, K., Rajendran, S., Sakane, H., Sala, P., Scholberg, K., Semenec, I., 
Shiraishi, T., Spitz, J., Sun, K., Suzuki, K., Tanin, E. H., Vincent, A., Vladimirov, N., Walsworth, R. L., Watanabe, 
H., 2023. Mineral detection of neutrinos and dark matter. A whitepaper. Physics of the Dark Universe, v. 41, 101245. 
doi.org/10.1016/j.dark.2023.101245 

Bonal, L., Quirico, E., Montagnac, G., Komatsu, M., Kebukawa, Y., Yabuta, H., Amano, K. , Barosch, J., Bejach, L., 
Cody, G. D., Dartois, E., Dazzi, A., De Gregorio, B., Deniset-Besseau, A., Duprat, J., Engrand, C., Hashiguchi, M., 
Kamide, K., David Kilcoyne, Martins, Z., Mathurin, J., Mostefaoui, S., Nittler, L., Ohigashi, T., Okumura, T., 
Remusat, L., Sandford, S., Shigenaka, M., Stroud, R., Suga, H., Takahashi, Y., Takeichi, Y., Tamenori, Y. , Verdier-
Paoletti, M., Yamashita, S., Nakamura, T., Naraoka, H., Noguchi, T., Okazaki, R., Yurimoto, H., Tachibana, S., 
Abe, M., Miyazaki, A., Nakato, A., Nakazawa, S., Nishimura, M., Okada, T., Saiki, T., Sakamoto, K., Tanaka, S., 
Terui, F., Tsuda, Y., Usui, T., Watanabe, S., Yada, T., Yogata, K., Yoshikawa, Y. (2023) The thermal history of 
Ryugu based on Raman characterization of Hayabusa2 samples. Icarus 408, 115826. 
https://doi.org/10.1016/j.icarus.2023.115826 

Brunetto, R., Lantz, C., Fukuda, Y., Aléon-Toppani, A., Nakamura, T., Dionnet, Z., Baklouti, D., Borondics, F., Djouadi, 
Z., Rubino, S., Amano, K., Matsumoto, M., Fujioka, Y., Morita, T., Kukuiri, M., Kagawa, E., Matsuoka, M., 
Milliken, R., Yurimoto, H., Noguchi, T., Okazaki, R., Yabuta, H., Naraoka, H., Sakamoto, K., Tachibana, S., Yada, 
T., Nishimura, M., Nakato, A., Miyazaki, A., Yogata, K., Abe, M., Okada, T., Usui, T., Yoshikawa, M., Saiki, T., 
Tanaka, S., Terui, F., Nakazawa, S., Watanabe, S., and Tsuda, Y. (2023) Ryugu’s anhydrous ingredients and their 
Spectral link to primitive dust from the outer solar system. Astrophys. J. L951: L33 (8pp). 
https://doi.org/10.3847/2041-8213/acdf5c 

Carvalho, B.B., Bartoli, O., Cesare, B., Satish-Kumar, M., Petrelli, M., Kawakami, T., Hokada, T., Gilio, M., 2023, 
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球惑星科学連合 2023 年大会，PPS08, 2023 年 5 月 21 日–26 日 
佐藤佳子・熊谷英憲・岩田尚能・田上高広, 2023．火山岩に含まれる希ガスの同位体比と年代値に与える影

響について．日本地球惑星科学連合 2023 年大会，幕張メッセ国際会議場(千葉)，5 月 21 日-26 日. 
佐藤活志, 2023, 応力逆解析における小断層解析法と岩脈法のフォワードモデルの方法論的比較. 日本地質学

会 130 年学術大会, T8-P-2, 京都大学, 2023 年 9 月 17 日. 
佐藤活志, 2023, 不均一な断層方位データに適合する応力数の自動決定法. 日本地球惑星科学連合 2023 年大

会, SCG56-P06, 千葉市, 2023 年 5 月 25 日. 
佐藤瑠晟・成瀬 元, 2023. 露頭の 3 次元点群データに対する ResUNet を用いた岩相自動判定. 日本地質学会第

130 年学術大会講演要旨, T6-P-5, 京都, 2023 年 9 月 17–19 日. 
末岡茂・Kohn B.P.・田上高広, 2023．ジルコン(U-Th)/He 熱年代法に基づいた赤石山脈中部の削剥史の推定

（速報）．日本地球惑星科学連合 2023 年大会，幕張メッセ国際会議場(千葉)，5 月 21 日-26 日. 
鈴木康太, 河上哲生, 坂田周平, 小木曽哲, 2023, 昇温期変成温度－圧力－時間－溶融履歴の構築による超高温

変成岩体の形成テクトニクスと熱源の制約. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会 
竹之内惇志・伊神洋平・三宅亮・大野遼・三河内岳・山口亮, 2023. 分化隕石中シリカ鉱物共存組織の FIB-

TEM 観察, 日本鉱物科学会 2023 年年会, R5-03, 大阪公立大学, 2023 年 9 月 14–16 日. 
田代圭吾・堤 昭人・山本由弦・Wang Gonghui・Chang Chengrui・Huang Chao, 2003. 付加体浅部の断層にお

けるせん断による液状化発生過程に関する実験的研究. 日本地質学会第 130 年学術大会講演要旨, T13-P-
9, 日本地質学会（京都），2023 年 9 月 18 日． 

富岡尚敬・山口亮・伊藤元雄・上椙真之・今栄直也・白井直樹・大東琢治・木村眞・Liu Ming-Chang・
Greenwood Richard・上杉健太郎・中藤亜衣子・与賀田佳澄・湯沢勇人・兒玉優・平原佳織・櫻井郁也・

岡田育夫・唐牛譲・岡崎啓史・黒澤耕介・野口高明・三宅亮・宮原正明・瀬戸雄介・松本徹・伊神洋

平・Hayabusa2 Curation Team・臼井寛裕・渡邊誠一郎・津田雄一, 2023.  Mild shock metamorphism 
experienced by surface particles of asteroid Ryugu. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会, PPS08-10, 幕張, 2023
年 5 月 21 日–26 日. 

中西 諒・芦 寿一郎・相澤正隆・成瀬 元, 2023. 古津波痕跡の内陸方向追跡に向けた元素マッピング分析による砂

粒子の検出. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会要旨, MIS16-P01, 千葉, 2023 年 5 月 21–26 日. 
中西 諒・前田 歩・芦 寿一郎・天野敦子・山口飛鳥, 2023. 奄美大島周辺海域における古地震履歴解明に向けた

タービダイト層および火山灰層の供給源推定. 日本地質学会第 130 年学術大会講演要旨, T6-P-8, 京都, 2023
年 9 月 17–19 日. 

中嶋徹, 仁木創太, 工藤駿平, 河上哲生, 東野文子, 平田岳史, 酒井治孝. 2023, ジルコン中のメルト・流体包有物

に記録された複数の造山運動. 日本地質学会第 130 年学術大会 
中野美玖, 河上哲生, 東野文子, 足立達朗, 宇野正起. 2023, Clockwise pressure-temperature path from Mefjell, Sør 

Rondane Mountains East Antarctica. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会 
中野美玖, 東野文子, 河上哲生, 足立達朗, 宇野正起. 2023, 東南極セール・ロンダーネ山地メーフィエルに産す

る珪線石―黒雲母－ザクロ石片麻岩中のモナズ石の産状と組織観察. 日本地質学会第 130 年学術大会 
長門 巧・成瀬 元, 2023. 上部白亜系和泉層群砂岩層に見られる多重逆級化構造の粒子配列とその特徴. 日本地

質学会第 130 年学術大会講演要旨, T6-P-6, 京都, 2023 年 9 月 17–19 日. 
長門 巧・成瀬 元, 2023. 上部白亜系和泉層群灘層の多重級化構造に見られる粒子配列. 日本地球惑星科学連合

2023 年大会要旨, HCG22-10, 千葉, 2023 年 5 月 21–26 日. 
奈良拓実, 宇野正起, ディアナ・ミンダレワ, 河上哲生, 東野文子, 足立達郎, 松野哲士, 山崎慎一, 土屋範芳. 

2023, 火山性深部低周波地震とマグマ貫入の関連可能性を示す地質学的記録：高温変成岩中のマグマ貫

入の記録. 日本地質学会第 130 年学術大会 
成瀬 元, 2023, 海底の土砂動態：浮遊砂輸送モデリングの課題. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会要旨, ACG42-

05, 千葉, 2023 年 5 月 21–26 日. 
成瀬 元, 2023, 生物攪拌が地質記録に与える影響の除去:格子オートマトン-逆畳み込み法. 日本堆積学会 2023 年

大会プログラム・講演要旨, 20, 新潟, 2023 年 4 月 22–24 日. 
成瀬 元, 2023. 機械学習の堆積学への応用：露頭とモデルをつなぐ. 石油技術協会 2023 年春季講演会講演要旨, 

GSY06, 秋田, 2023 年 6 月 7, 8 日. 
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成瀬 元・山田昌樹・加藤汰一, 2023. クレバススプレイ地形の発達過程の実験的検討. 日本地球惑星科学連合 2023
年大会要旨, HCG20-03, 千葉, 2023 年 5 月 21–26 日. 

成瀬 元・Harisma, B.・平田岳史・仁木創太, 2023. 古第三紀における古千島弧での砕屑物供給源変化と海嶺沈み

込み：砕屑性ジルコン年代分布の Bayesian population correlation 解析. 日本地質学会第 130 年学術大会講演

要旨, T15-P-15, 京都, 2023 年 9 月 17–19 日. 
成瀬 元・山田昌樹・酒井祐一, 2023. 河川と混濁流のつくるクレバススプレイ堆積物の違い：数値実験による検討. 日

本地質学会第 130 年学術大会講演要旨, T6-P-3, 京都, 2023 年 9 月 17–19 日. 
野口高明，光成拓也，松本里佳子，山口亮，今栄直也，松本徹，荒木 暢，湯澤勇人，三宅亮（2023）メラ

ノフロジャイト仮晶を含む多孔質な南極微隕石：氷衛星地下海からの放出物か，未知の太陽系外縁天体

の物質か？日本鉱物科学会 2023 年度年会 大阪公立大学杉本町キャンパス  2023 年 9 月 14 日–16 日 
野口高明・光成拓也・松本里佳子・山口亮・今栄直也・松本徹・荒木暢・湯澤勇人・三宅亮, 2023. メラノフ

ロジャイト仮晶を含む多孔質な南極微隕石：氷衛星地下海からの放出物か，未知の太陽系外縁天体の物

質か？, 日本鉱物科学会 2023 年年会, R5-14, 大阪公立大学, 2023 年 9 月 14–16 日. 
東野文子, 河上哲生, 坂田周平, 工藤駿平, 伊神洋平. 2023, 近畿領家帯青山高原地域に産する花崗岩類のジルコ

ン U-Pb 年代. 一般社団法人日本鉱物科学会 2023 年年会 
東野文子, 河上哲生, 坂田周平, 平田岳史. 2023, ペトロクロノロジーで明らかにする東南極セール・ロンダー

ネ山地における複数回のザクロ石形成時期. 日本地質学会第 130 年学術大会 
東野文子・河上哲生・坂田周平・工藤駿平・伊神洋平, 2023. 近畿領家帯青山高原地域に産する花崗岩類のジ

ルコン U-Pb 年代, 日本鉱物科学会 2023 年年会, R6-07, 大阪公立大学, 2023 年 9 月 14–16 日. 
服部 諒・堤 昭人, 2023. 石英の摩擦素過程に及ぼす湿度の影響評価. 日本地質学会第 130 年学術大会講演要

旨, T1-P-3, 日本地質学会（京都），2023 年 9 月 17 日． 
福田将眞・岡本晃・Barry Kohn・新正裕尚・末岡茂・田上高広, 2023．四国山地における低温領域の熱年代

データの空間分布とその解釈．ESR 応用計測研究会・ルミネッセンス年代測定研究会・フィッション・

トラック研究会 2023 年度合同研究会，徳島大学（徳島），12 月 9 日-10 日. 
福田将眞・末岡茂・鏡味沙耶・梶田侑弥・田上 高広, 2023．奥羽脊梁山地南部における白亜紀花崗岩類のア

パタイトフィッション・トラック年代の空間分布：火山弧のドーム状隆起への知見．日本地球惑星科学

連合 2023 年大会，幕張メッセ国際会議場(千葉)，5 月 21 日-26 日. 
藤島誠也, 2023. 畳み込みニューラルネットワークを用いた 2 次元混濁流逆解析モデルの実験的検証. 日本地球惑

星科学連合 2023 年大会要旨, MIS07-04, 千葉, 2023 年 5 月 21–26 日. 
藤島誠也・成瀬 元, 2023. 深層学習モデルを用いた混濁流の初期条件および順計算モデルパラメーターの推定. 日

本地質学会第 130 年学術大会講演要旨, T6-P-4, 京都, 2023 年 9 月 17–19 日. 
松本恵・松野淳也・土`山明・中村智樹・榎戸祐馬・安武正展・上杉健太朗・竹内晃久・延寿里美・奥村翔

太・三津川到・スン ミンチー・三宅亮・圦本尚義・野口高明・岡崎隆司・薮田ひかる・坂本佳奈子・

橘省吾・渡辺誠一郎・津田雄一, 2023. Microstructural and chemical analyses of impact melt splashes on 
Ryugu particle surfaces, 日本地球惑星科学連合 2023 年大会, PPS08-P11, 幕張, 2023 年 5 月 21 日–26 日. 

松本恵・松野淳也・土`山明・中村智樹・榎戸祐馬・菊入瑞葉・安武正展・上杉建太朗・竹内晃久・延寿里

美・奥村翔太・三津川到・孙铭琦・三宅亮・はやぶさ 2 初期分析コアチーム, 2023. はやぶさ 2 リターン

サンプル表面の微隕石衝突メルトとマイクロクレータの ナノ CT・TEM 分析, 日本鉱物科学会 2023 年年

会, R5-07, 大阪公立大学, 2023 年 9 月 14–16 日. 
松本徹・野口高明・荒木暢・大東琢治・伊神洋平・三宅亮, 2023. リュウグウ粒子に含まれる有機物質-粘土

凝集体の観察, 日本惑星科学会 2023 年秋季講演会, OA-04, 広島, 2023 年 10 月 11–13 日. 
松本徹・野口高明・三宅亮・伊神洋平・治田充貴・the Hayabusa2 Min-Pet-Fine Team・The Hayabusa2 initial 

analysis core Team, 2023.  小惑星リュウグウの表層における磁鉄鉱の窒化. 日本地球惑星科学連合 2023 年

大会, PPS08-P06, 幕張, 2023 年 5 月 21 日–26 日. 
三津川到・伊神洋平・高橋嘉夫・山下翔平・河合敬宏・小木曽哲・秋澤紀克・三宅亮, 2023. In-situ analyses 

of inclusions containing organic compounds discovered from Tahitian harzburgite xenolith. 日本地球惑星科学連

合 2023 年大会, BCG06-P07, 幕張, 2023 年 5 月 21 日–26 日. 
三津川到・伊神洋平・小木曽哲・秋澤紀克・三宅亮, 2023. PGM-bearing inclusions in Tahitian harzburgite 

xenolith: evidence of the efficient transportation of PGE by sulfide melt. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会, 
SGC38-01, 幕張, 2023 年 5 月 21 日–26 日. 

三津川到・三宅亮・伊神洋平・高橋嘉夫・山下翔平・河合敬宏・小木曽哲・秋澤紀克, 2023. タヒチ島産マン

トル捕獲岩中の多環芳香族を含む包有物に対する X 線吸収端近傍構造解析, 日本鉱物科学会 2023 年年

会, R7-04, 大阪公立大学, 2023 年 9 月 14–16 日. 
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南沙樹・Luca C. Malatesta, 2023．数値モデリングに基づく若いプルトン貫入による熱擾乱を考慮した削剥史

の制約．ESR 応用計測研究会・ルミネッセンス年代測定研究会・フィッション・トラック研究会 2023
年度合同研究会，徳島大学（徳島），12 月 9 日-10 日. 

南沙樹・末岡茂・福田将眞・Barry P. Kohn・河上哲生・東野文子・中嶋徹・工藤駿平・梶田侑弥・田上高広, 
2023．熱年代学と地質圧力計に基づく谷川岳地域に分布する後期中新世ー鮮新世花崗岩類の削剥史．

ESR 応用計測研究会・ルミネッセンス年代測定研究会・フィッション・トラック研究会 2023 年度合同

研究会，徳島大学（徳島），12 月 9 日-10 日. 
三宅亮・伊神洋平・野村龍一, 2023. 透過型電子顕微鏡内その場圧縮観察による応力測定と高圧相転移の可能

性, 日本鉱物科学会 2023 年年会, R3P-07, 大阪公立大学, 2023 年 9 月 14–16 日. 
三宅亮・乙星華・伊神洋平・埋橋淳・大久保忠勝・北脇裕士・江森健太郎, 2023. マダガスカル産天然サファ

イア中のナノインクルージョン, 日本鉱物科学会 2023 年年会, R1-05, 大阪公立大学, 2023 年 9 月 14–16
日. 

山路 敦, 2023. 応力解析史. 日本地質学会 130 年学術大会, T8-O-9, 京都大学, 2023 年 9 月 17 日. 
山路 敦・本間健一郎・越谷 信, 2023, 応力逆解析の解にもとづく応力軌跡描画. 日本地質学会 130 年学術大

会, T8-P-3, 京都大学, 2023 年 9 月 17 日. 
山路 敦・木下英樹・Andrew, T. and Zwingmann, H., 2023, 中央構造線の北側，中新世一志堆積盆（三重県）を

画する白米城断層の活動時期. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会, S-CG54, 千葉市, 2023 年 5 月 25 日. 
横井雅範, 河上哲生, 2023, 三波川変成帯・和歌山県紀の川市藤崎に産する緑簾石レンズ中に記録された昇温

期から変成ピークにかけての含ホウ素流体活動. 日本地質学会第 130 年学術大会 
横井雅範, 河上哲生, 2023, 沈み込み帯における含ホウ素流体－岩石相互作用の時期：三波川変成帯の例．一

般社団法人日本鉱物科学会 2023 年年会 
吉元史、坂口勲、伊藤正一 (2023) Determination of hydrogen self-diffusion coefficients of fluorapatite using a 

flow-type steam diffusion reactor. 日本地球惑星科学連合 2023 年大会, 2023 年 5 月 21 日–26 日 
渡邊俊, 蒋薇, Lavergne, E., 河上哲生, 川上達也, 栗田豊, 久米学, 三田村啓理, 山下洋, 2024, 地域の耳石 Sr/Ca 比

から推定したスズキの回遊の多様性について. 魚類自然史研究会 2024 年 3 月 
渡邊裕美子，2023. 芦生研究林のスギの年層内同位体比について－高時間分解水文プロキシとしての評価お

よび肥大生長フェノロジーの変化. 年層内変動シンポジウム，名古屋大学，2023 年 5 月 19 日． 
 
 
 
◇ その他の発表・講演 
Harada, Y., Probing Surface Potentials With Observations of Charged Particles, MMX SSG-SST Meeting, 2023-04-26, 

Online (Oral) 
Harada, Y., Venus RG, Exploring the Venus Plasma Environment in the Post-VEX Era, US-Japan Venus exploration 

meeting, 2023-05-29, Online (Oral) 
Harada, Y., Plasma Waves at the Moon, SelenITA WS, 2023-05-31, Online (Oral) 
Imada, K., Harada, Y., Fowler, C. M., Collinson, G., Halekas, J. S., Ruhunusiri, S., DiBraccio, G. A. and Romanelli, N., 

MAVEN-MEX Two-Point Measurements of Magnetosonic Waves in the Martian Ionosphere Driven by Upstream 
PCWs, 2024-01-30, ESCAPADE Project Science Meeting (Oral, Online) 

Konda, M., Observed distortion of windsea and ABL wind profile caused by swells, Workshop on air-sea interaction, 
Science Seminar House, Kyoto University, Kyoto, November, 11, 2023 (Oral)  

隠岐颯太・風間卓仁・田村良明, 2024. 重力および土壌水分の連続観測データを用いた土壌パラメーターの推

定：国立天文台水沢を例に, 2023 年度重力研究集会, 05, 東京都文京区, 2024 年 3 月 18 日.（口頭） 
風間卓仁・山本圭吾・岡田和見・大島弘光・大柳諒・小濱瑞希・竹中悠亮・井口正人, 2023. 桜島火山におけ

る相対重力キャンペーン観測：これまでの重力変化と今後の観測計画について, 2023 年度桜島火山大規

模噴火総合研究グループ研究集会, 08, 鹿児島県鹿児島市, 2023 年 12 月 19 日.（口頭） 
風間卓仁・大柳諒・山本圭吾・岡田和見, 2024. 桜島火山における相対重力時空間変化, 2023 年度重力研究集

会, 12, 東京都文京区, 2024 年 3 月 19 日.（口頭） 
纐纈佑衣・清水以知子, 関東山地三波川帯の温度構造, 変成岩などシンポ（東京大学地震研究所）,  2024 年 3

月 15 日 
小濱瑞希・風間卓仁・西山竜一, 2024. Lagrange 形式に基づく地上重力変化の数値計算：球状圧力源変動を例

に, 2023 年度重力研究集会, 04, 東京都文京区, 2024 年 3 月 18 日.（口頭） 
清水以知子・柘植悠太, 速度状態依存摩擦構成則における直接効果のレオロジー的理解にむけて, 変成岩など

シンポ（東京大学地震研究所），2024 年 3 月 15 日 
中小路一真・清水以知子, 含水石英の再結晶組織, 変成岩などシンポ（東京大学地震研究所），2024 年 3 月

16 日 
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西上直志・風間卓仁, 2024. 2011 年東北地方太平洋沖地震の余効変動に伴う地上重力変化のモデル計算：予

備的解析, 2023 年度重力研究集会, 03, 東京都文京区, 2024 年 3 月 18 日.（口頭） 
吉川 裕, 海の波と地球の気候, 三重大学教育関係共同利用拠点シンポジウム「変わりゆく黒潮流域圏の環境

～海洋研究の最新動向～」, 2024 年 3 月 1 日（口頭） 
若林環・吉川慎・風間卓仁・大倉敬宏, 2024. 相対重力計の SF 検定および阿蘇の重力変化, 2023 年度重力研

究集会, 01, 東京都文京区, 2024 年 3 月 18 日.（口頭） 
 
河上哲生, 2023, 栢ノ木遺跡から出土した石材について. 井手町新庁舎等建設に係る栢ノ木遺跡第 13 次発掘

調査報告. 87-88. 
河上哲生, 大陸地殻構成岩石のペトロクロノロジー的研究における EPMA の活用事例 ～微量元素マッピン

グ, 微量元素温度計, CL 像, 年代学のコンビネーション～ 第 42 回 EPMA・表面分析 ユーザーズミーティ

ング 2023 年 11 月 22 日 
下林典正, 日本の国石 翡翠の話,  京都府私立中学高等学校理科研究会 地学部会研究集会（京都大学）にて

講演, 2023 年 11 月 25 日 
末岡 茂・河上哲生・鈴木康太・鏡味沙耶・横山立憲・芝崎文一郎・長田充弘・山崎あゆ・東野文子・

Georgina E. King・塚本すみ子・Frédéric Herman・田上高広, 2023, 鮮新世～第四紀深成岩体の固結年代・

深度に基づいた飛騨山脈黒部地域の削剥史. FT ニュースレター. 
高谷真樹, 2024. 薄片に関する視覚展示物の制作, 九州地区総合技術研究会 2024 in 大分大学, C-13, 大分, 2024

年 2 月 29 日–3 月 1 日. 

野口高明, 2023. 氷小天体起源の塵から太陽系形成過程の解明に寄与できるか？先端中性⼦結晶学と局所質量

分析による地球内部⽔素の研究集会. シエスタ烏丸. 2023 年 9 月 5 日 

野口高明，山口亮，今栄直也, 2023. 流星物質, 宇宙塵, 流星煙粒子. 古典籍文理融合研究科 2023, 京都大学総

合博物館, 2023 年 6 月 21 日 
三宅亮, 日本セラミックス協会ガラス部会表面・分析分科会 2023 年度ガラス表面・分析研究討論会, 2024 年

2 月 16 日 
 
 
付録 3．その他の活動 
 
◇ 野外調査（海外） 
工藤駿平：ネパール・ダンクッタ地域地質調査 2023.11.2-11.22 

 

 

◇ 観測 

測地学研究室：京都大学理学部 1 号館重力測定室, 相対重力計による重力連続観測 
測地学研究室：京都大学理学部 1 号館重力測定室, MEMS 式圧力計による大気圧連続観測 
測地学研究室：京都大学理学部 1 号館屋上, マス型雨量計による雨量連続観測 
物理気候学研究室：京都大学理学部 1 号館屋上, 雨滴粒径分布連続観測 

根田 昌典：和歌山県白浜観測塔での海上風鉛直構造観測 
根田 昌典：豊後水道における波浪観測（長崎丸 NS23－124 航海） 
田口 聡：ノルウェー・スバールバル諸島でのオーロラ・大気光連続観測 

田口 聡，原田裕己：ノルウェー・スバールバル諸島での磁場連続観測 

吉川 裕：和歌山県白浜沖観測塔での表層海洋流況観測 

 

◇ 国際共同研究 
重 尚一：国際降水作業グループ IPWG (International Precipitation Working Group), 2001 年に世界気象機関

WMO (World Meteorological Organization) /気象衛星調整会議 CGMS (Coordination Group for Meteorological 
Satellites)の下部組織として発足。世界各国の研究チームが作成した種々の降水マップを、日本のレーダ

ー・アメダス解析雨量を用いて評価する日本域検証ページ(http://www-ipwg.kugi.kyoto-
u.ac.jp/IPWG/sat_val_Japan.html)を運営し、IPWG 国際検証ネットワークの確立に貢献している。 

Bogdan Enescu: Location of earthquakes with relatively poor station coverage (with Prof. Francesco Grigoli, University 
of Pisa, Italy); 2024 年 5 月 20 日～2024 年 6 月 30 日：日本学術振興会の「外国人招へい研究者（短期）」

として、Grigoli 氏は地震学研究室に訪問  
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Horst Zwingmann: Collaboration study fault dating (2023 年度), カナダ 地質調査所， K-Ar dating of the 
Llewellyn fault zone in the tectonic and ore system evolution of the Canadian Cordillera. 

Horst Zwingmann，田上高広：断層の年代学的研究（2004 年度～2023 年度）オーストラリア CSIRO パース支

部, メルボルン大学，野島断層などの地震断層の活動履歴を復元するため, 断層粘土などより分離したイ

ライトを用いた K-Ar と Ar/Ar 年代測定，およびアパタイト・ジルコンを用いた(U,Th)/He 年代測定を行

っている. 
Horst Zwingmann：Opalinus milling study （2022 年度〜2023 年度），スイス連邦 原子力安全検査局, 粘土鉱物

の同位体比に及ぼす物理的変形の影響の評価を目的として共同研究を進めている． 
河上哲生・工藤駿平：ネパール・トリブバン大学の Lalit Rai 博士との、ネパールヒマラヤの変成岩類の温度

-圧力-時間履歴解析に基づく衝突帯テクトニクス解析に関する共同研究 
河上哲生：イタリア Padova 大学（Bernardo Cesare 教授）との、東南極リュツォ・ホルム岩体ルンドボーク

スヘッタの超高温変成岩中のメルト包有物に関する共同研究 
河上哲生：フィリピン・フィリピン大学 Diliman 校（Valera Gabriel Theophilus Vinalay 博士、Bechaida D. 

Payot 博士）との、パラワン・オフィオライトのメタモルフィックソールに関する共同研究 
田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2010 年度〜2023 年度），オーストラリア メルボルン大学，フラン

ス パリ大学, スイス ローザンヌ大学，ドイツ ライプニッツ研究所，日本列島の山地形成過程の復元を

目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 
田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2019 年度〜2023 年度），フィリピン フィリピン大学，ルソン弧

の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 
田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2021 年度〜2023 年度），ブルガリア ソフィア大学，アルプス造

山帯東部の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 
 
 
◇ 社会的貢献 
風間卓仁：ダジック・アースの展示解説, 薬師寺（奈良県奈良市）, 2023 年 11 月 25 日 
加藤正久：地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）2023 年一般公開イベント「はかせと体験！地球・宇宙

のふしぎ」, 仙台市天文台, 2023 年 9 月 23 日 
小池 春人： 京都大学高大連携事業「京大研修 2023」, 京都大学, 2023 年 11 月 11 日. 
齊藤昭則:一般向け講演会「飛鳥星まつり 2023」, キトラ古墳壁画体験館 四神の館 2023 年 10 月 15 日. 
吉川 裕： ジュニアドクター育成塾, 乗船実習, 大津市, 2023 年 10 月 15 日 
 
伊神洋平：研究室見学対応（兵庫県立長田高校）, 2023 年 7 月 26 日 
河上哲生：夢ナビ講義「岩石に刻まれた記録から大陸地殻深部を探る」、研究室訪問「岩石に記録された大

陸衝突と地殻深部過程を読み解く」（オンライン）の実施 2023 年 6 月-2023 年 7 月  
工藤駿平：立命館高校における出前授業，2024 年 1 月 18 日 
工藤駿平（分担）：研究室見学研修対応（三重県桑名高等学校），2023 年 8 月 3 日 
下林典正：研究室見学対応（兵庫県立長田高校）, 2023 年 7 月 26 日 
下林典正：公益財団法人 益富地学会館 益富地学賞選考委員（審査委員会：2023 年 12 月 17 日） 
田上高広、渡邊裕美子、梶田侑弥： 研究室見学研修対応（三重県立松阪高等学校），2023 年 7 月 19 日 
中野美玖、東野文子、河上哲生：姫路東高校科学部 EPMA 分析受入れ（女子高生向け理学探究活動推進事

業 COCOUS-R） 
野口高明, 2023. ひそかに宇宙から降ってくる塵：宇宙塵の話. 大地は語る展. 京都大学総合博物館, 2023 年 11

月 19 日 
野口高明, 2023. 大気のない天体表面で起きていること：宇宙風化とは？金曜天文講話オンライン, 2023 年 10

月 27 日 

野口高明, 今城有香子, 竹之内惇志, 松本徹, 2023. 大は小を兼ねるか？：宇宙塵の科学⼊⾨．京都大学アカデ

ミックデイ 2023. 御池ゼスト, 2023 年 9 月 24 日 
東野文子：第 3 回女子高生のための京都大学理学部案内 講演 2024 年 2 月 18 日. 
三宅亮：COCOUS-R 実験対応（奈良県奈良高等学校）, 2023 年 9 月 30 日ほか 
三宅亮：研究室見学対応（兵庫県立長田高校）, 2023 年 7 月 26 日 
三宅亮（分担）：関東 SSH 指定 7 女子高校等研究会対応, 2023 年 7 月 25 日 
渡邊裕美子（分担）： 研究室見学研修対応（三重県桑名高等学校），2023 年 8 月 3 日 
 
 
◇ 各種役員・非常勤講師・編集員等 
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石岡圭一：日本惑星科学会情報部会委員 
石岡圭一：日本気象学会関西支部常任理事 
風間卓仁：日本測地学会第 48・49 期評議員および庶務委員 
久家慶子：（公）日本地震学会・代議員 
久家慶子：（公）日本地震学会・選挙制度検討 WG・委員 
久家慶子：（公）日本地震学会・IASPEI 委員会・委員長 
久家慶子：日本学術会議・連携会員 
久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG 分科会・幹事 
久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG 分科会 IASPEI 小委員会・委員長 
久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会人材育成分科会高等教育検討小委員会・幹事 
久家慶子：日本地球惑星科学連合・代議員 
久家慶子：日本地球惑星科学連合・固体地球科学セクションボードメンバー 
久家慶子：地震予知連絡会・委員 
久家慶子：東京大学地震研究所・協議会・協議員 
久家慶子：国立研究開発法人建築研究所・研修・普及委員会・委員 
久家慶子：内閣府・南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会・委員 
久家慶子：京都大学防災研究所地震災害研究センター・運営協議会・3 号委員 
久家慶子：IASPEI・2023 IASPEI nomination committee 
根田昌典：気象庁「異常気象分析作業部会」委員 
根田昌典：日本海洋学会 評議員 
齊藤昭則：日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会電離圏電波伝搬小委員会委員 
齊藤昭則：文部科学省宇宙航空科学技術推進委託費審査評価会専門ワーキンググループ委員 
齊藤昭則：国立極地研究所南極観測計画アドバイザー 
齊藤昭則：国立極地研究所非干渉散乱レーダ委員会 EISCAT 特別実験審査部会委員 
齊藤昭則：電子航法研究所・客員研究員  
齊藤昭則：名古屋大学宇宙地球環境研究所国際連携研究センター運営委員 
齊藤昭則：成蹊大学サステナビリティ教育センター客員フェロー 
齊藤昭則：静岡大学 STEAM 教育研究所客員准教授 
坂崎貴俊：日本気象学会気象集誌 編集委員 
坂崎貴俊：日本学術会議委員（環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP 合同分科会 APARC 小

委員会） 
坂崎貴俊：日本学術会議委員（地球惑星科学委員会地球惑星科学国際連携分科会 SCOSTEP-STPP 小委員

会） 
重 尚一：日本気象学会気象集誌 編集委員 

重 尚一：日本気象学会学術委員会データ利用部会 委員 

重 尚一：宇宙航空研究開発機構全球降水観測計画利用検討委員会 委員 
重 尚一：日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP 合同分科会 GEWEX 小委員会委

員 
重 尚一：日本学術会議地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会地球観測将来構想小委員会 委員 
重 尚一：NASA JAXA Joint PMM (Precipitation Measurement Mission) Science Team Member 
重 尚一：NASA ACCP (Aerosol, Cloud, Convetion and Precipitation) Science Impact Team Member 
重 尚一：IPWG (International Precipitation Working Group) Orographic Precipitation Focus Group Co-Chair 
清水以知子：日本地質学会 代議員 
清水以知子：日本学術振興会科学研究費委員会 委員 
清水以知子：山田科学振興財団 審査委員 
田口 聡：情報・システム研究機構国立極地研究所非干渉散乱レーダー委員会委員 
田口 聡：自然科学研究機構国立天文台理科年表編集委員会委員 
田口 聡：自然科学研究機構核融合科学研究所ユニット研究戦略会議委員 
田口 聡：International Union of Geodesy and Geophysics/Union Commission on Data and Information Executive 

Committee 
原田裕己：地球電磁気・地球惑星圏学会運営委員 
原田裕己：SGEPSS 地球惑星圏環境分科会世話人 
吉川 裕：日本海洋学会 評議員 
吉川 裕：日本地球惑星科学連合 代議員 
吉川 裕：日本地球惑星科学連合  大気水圏科学セクション ボードメンバー 
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吉川 裕：日本地球惑星科学連合  学生優秀発表賞小委員会委員 
Bogdan Enescu: 統計数理研究所・客員准教授 

Bogdan Enescu: Lead Guest Editor, Earth Planets and Space,「New trends in data acquisition, 

analysis and interpretation of seismicity」Special Issue 
 
生形貴男：日本学術会議 第三部地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 IPA 小委員会委員 
生形貴男：日本古生物学会 Paleontological Research Associate editor 
生形貴男：日本古生物学会 電子ジャーナル担当常務委員 
生形貴男：日本古生物学会 評議員 
生形貴男：日本古生物学会 和文誌「化石」編集委員 
生形貴男：日本地球惑星科学連合 広報普及委員 
生形貴男：日本地球惑星科学連合 地球生命科学セクション サイエンスボード 
生形貴男：日本地質学会 古生物部会長 
河上哲生：International Association for Gondwana Research 2023 Convention and 20th International Conference on 

Gondwana to Asia Scientific committee, member 
河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences 誌 副編集長 

河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences 誌 編集委員 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 将来企画委員会委員 

河上哲生：一般社団法人日本鉱物科学会 理事 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 岩石部会 部会長 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 代議員 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 南極地質研究委員会 委員 

河上哲生：一般社団法人日本地質学会 連携事業委員会委員  

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合 代議員 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション サイエンスボード 

河上哲生：公益社団法人日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション 幹事 

河上哲生：第 17 回岩石―水相互作用国際会議組織委員会委員 

佐藤活志：日本地球惑星科学連合 広報普及委員 
佐藤活志：日本地質学会 構造地質部会 ホームページ担当 
下林典正：京都府教育委員会 京都府文化財保護審議委員（2024 年 4 月 1 日〜2026 年 3 月 31 日） 
下林典正：京都府埋蔵文化財研究センター 理事（2023 年 4 月 1 日〜2025 年 3 月 31 日） 
下林典正：日本鉱物科学会 欧文誌「Journal of Mineralogical and Petrological Sciences」編集委員 
下林典正：日本鉱物科学会 監事（2024 年 9 月まで） 
下林典正：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 
田上高広：日本学術会議 地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 地質年代学小委員会委員長 
田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション ボードメンバー  
田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション 表層変動熱年代学フォーカスグループ 委員

長 
田上高広：熱年代学国際会議 2023 科学委員会 委員 
堤 昭人： 日本地質学会構造地質部会 部会長 
成瀬 元：J-DESC IODP 部会掘削航海専門部会長 
成瀬 元：京都府環境影響評価専門委員 
成瀬 元：京都府環境審議会委員 
成瀬 元：日本堆積学会 運営委員 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション サイエンスボード 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 財務委員長 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 代議員 
成瀬 元：日本地球惑星科学連合 理事 
野口高明：Meteoritical Society, Fellow 
野口高明：国立極地研究所 南極隕石研究委員会委員 
野口高明：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 
野口高明：日本鉱物学会 鉱物学会賞選考委員会 委員（副委員長） 
東野文子：一般社団法人日本鉱物科学会 Elements 委員 副委員長 

東野文子：一般社団法人日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」 編集委員 

東野文子：公益社団法人日本地球惑星科学連合 顕彰委員会 学生優秀発表賞小委員会委員 
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東野文子：公益社団法人日本地球惑星科学連合 代議員 

東野文子：第 17 回岩石―水相互作用国際会議組織委員会委員 

三宅 亮：一般社団法人日本鉱物科学会 JMPS 学生論文賞選考委員会 委員 
三宅 亮：一般社団法人日本鉱物科学会 理事 
三宅 亮：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 
山路 敦：日本地質学会 各賞選考委員会委員 
山路 敦：日本地質学会 理事 
 
 
◇ 非常勤研究員・非常勤講師等 
風間卓仁：神奈川県温泉地学研究所 客員研究員（2023 年 8 月 1 日～2024 年 3 月 31 日） 
風間卓仁：京都工芸繊維大学非常勤講師 集中講義「地学実験」（2023 年 9 月 20～22 日） 
原田裕己：大阪電気通信大学非常勤講師 集中講義「地学実験」, 2023 年 4 月 15 日, 6 月 3 日, 10 日, 17 日, 24

日 
Bogdan Enescu: 筑波大学・生命環境学群・地球学類 集中講義「Introduction to the Earth's formation, 

evolution and structure」2023 年 11 月 10 日–11 日 
 
河上哲生：九州大学大学院理学府 非常勤講師 
佐藤活志：同志社女子大学 嘱託講師 
野口高明：国立極地研究所・自然科学研究機構 客員教授 
三宅亮：岡山大学理学部地球科学科 非常勤講師 
 
 
◇ 招聘研究者・客員研究者 
 
WILLIAMS, Christopher Reed (University of Colorado at Boulder)：研究課題「降水雲内における大気鉛直流の

推定」, 受入予算：科学研究費助成事業（科学研究費補助金）外国人招へい研究者（短期）, 受入研究

者：重 尚一, 期間：2024 年 2 月 19 日-2024 年 3 月 20 日 
 

◇ 受けた招聘 
なし 
 
 
付録 4．助成金 
◇ 競争的資金・助成金等 
（地球物理学分野） 
石岡圭一（代表）：高速な 3 次元スペクトル大気大循環モデルの構築と大気力学研究への新たなアプロー

チ, 科学研究費補助金, 基盤研究(C)（令和 2－5 年度）, 令和 5 年度 800 千円 
風間卓仁（代表）：重力観測の高度化に基づく固体地球ダイナミクス研究の新展開, 東京大学地震研究所・

特定共同研究(B) （令和 4–6 年度）, 令和 5 年度 982 千円 
風間卓仁（代表）：稠密重力観測に基づく桜島火山における真のマグマ質量供給量の把握, 京都大学防災研

究所・一般共同研究（令和 4–5 年度）, 令和 5 年度 848 千円 
風間卓仁（代表）：広帯域重力観測を用いた活動的火山におけるマグマ質量移動プロセスの解明, 学術研究

助成基金・基盤研究(C)（令和 4–7 年度）, 令和 5 年度 700 千円 
金子善宏（代表）：震源断層における普遍的なパルス性破壊の成因, 科学研究費 基盤研究（C）（令和 5–

７年度）, 令和 5 年度 160 万円 

金子善宏（分担）：時空間マルチスケールモデルからの予測：大規模計算と Slow-to-Fast 地震学, 科学研

究費補助金・学術変革領域研究(A)（令和 3–7 年度）, 令和 5年度 240 万円 

金子善宏（分担）：IdealQuake を核とした新たな設計用地震動構成法の開発, 科学研究費 基盤研究（B）

（令和 5–8 年度）, 令和 5年度 50 万円 

小池 春人（代表）：地球磁気圏観測衛星の高時間分解能データの解析, 2023 年度後期 京都大学大学院教

育支援機構（DoGS）海外渡航助成金, 2023 年度 391 千円 

根田昌典（代表）：海面からの運動量輸送に起因する海上風鉛直構造変化の評価，科学研究費補助金基盤研

究（C）（一般）（令和 3年–5 年度），令和５年度, 390 千円 

根田昌典（代表）：沿岸波浪と GNSS 反射信号との対応関係の観測, 九州大学応用力学研究所全国共同利用

研究経費, 2023CR-AO-6, 令和５年度 187 千円（九州大学での執行） 
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根田昌典（代表）：波浪に伴う海面直下の流速の変化の精密観測,愛媛大学沿岸環境科学研究センター共同

利用・共同研究拠点「化学汚染・沿岸環境研究拠点」共同研究, 令和５年度,65 千円（愛媛大学

での執行） 

坂崎貴俊（代表）：大気自由振動モード群の生成・維持・減衰機構の解明, 科学技術研究費補助金, 基盤研究

(C)（令和 3–5 年度）, 令和 5 年度 800 千円 
重 尚一（代表）：次期バージョン GSMaP マイクロ波放射計降水推定アルゴリズムの開発と SLH アルゴリズ

ムの改良, 受託研究費（宇宙航空研究開発機構）（令和 5 年度）1068 万円 
重 尚一（代表）：レーダリモートセンシングを駆使した層状性降水過程の解明, 科学技術研究費補助金, 基盤

研究(A)（令和 4 年度–令和 6 年度）, 令和 5 年度 810 万円 
重 尚一（代表）：インドネシア気象レーダ網観測の高精度化と衛星降雨推定手法開発への応用, 科学技術研

究費補助金, 国際共同研究強化(B)（平成 30–令和 5 年度） 
清水以知子（代表）：石英, 科学研究費補助金・基盤（B）（平成－令和 4 年度）, 総額 1440 万円, （令和 5

年度配分額 700 万円） 
清水以知子（分担）：より現実的な断層面ダイナミクス, 受託金・災害の軽減に貢献するための地震火山観

測研究計画（東京大学地震研究所）（令和 1－5 年度）, 配分額 241 万 7 千円（令和 5 年度 50 万 7 千

円）. 
清水以知子（代表）：速度状態依存摩擦構成則の物理素過程についての実験的研究 （東京大学地震研究所

一般共同研究）（令和 5 年度）, 配分額 29 万 6 千円 
田口 聡（代表）：極冠域境界に見られる熱的現象の解明：アルベーン波の観測を通したアプローチ,科学技

術研究費補助金, 基盤研究(B)（令和 4–令和 7 年度）, 令和 5年度 190 万円 

原田裕己（代表）：多点観測から迫る火星系における電離気体の動態, 科学研究費・若手研究（2022 年度-
2025 年度）, 2023 年度 1600 千円  

原田裕己（分担）：極冠域境界に見られる熱的現象の解明:アルベーン波の観測を通したアプローチ, 科学研

究費・基盤研究(B)（2022-2025 年度）, 2023 年度 50 千円 

向川 均（代表）：大気ブロッキングに内在する予測障壁の出現条件とメカニズムの解明, 科学研究費補助

金基盤研究(B)（令和 5–8 年度）, 令和 5 年度 4350 千円 

吉川 裕（代表）：波成二次循環の水槽実験, 九州大学応用力学研究所全国共同利用研究経費, 令和 5年度 

330 千円（九州大学での執行） 

吉川 裕（代表）：海洋表層乱流および混合層深度の現地観測, 京都大学防災研究所共同研究経費, 令和 5

年度 680 千円 

吉川 裕（代表）：海洋水面波が引き起こす乱流混合の相似則と日本周辺気候に与える影響の評価, 科学研

究費補助金基盤研究(A)（一般）（令和 4–8 年度）, 令和 5年度 4100 千円 

吉川 裕（分担）：ジオラマ・パノラマ環境下における有害赤潮藻の集積アルゴリズムの解明, 科学研究費

補助金学術変革領域研究(A)（令和 3–令和 6 年度）, 令和 5 年度 1000 千円 
 
 
（地質学鉱物学分野） 
Horst Zwingmann（代表）：Laboratory experiments to constrain deformation effects of slow slip earthquake 

processes on isotopic signatures of fault rocks，科学研究費補助金・基盤研究(C)，（2021–2023 年

度），2023 年度配分額 143 万円. 
Horst Zwingmann（分担）：地質環境の長期安定性評価に係る地形・地質・断層調査技術の高度化に関する

共同研究，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構との共同研究（2023 年度），60 万円． 
伊神洋平（代表）：京都大学研究費獲得支援事業【いしずえ】（令和 5 年度）,  1,710 千円  
伊神洋平（分担）：マルチモーダル電子ビーム制御による原子サイト選択的物性値定量マッピング, 科学研

究費補助金・基盤研究（B）（名古屋大学・大塚真弘）（令和 5–8 年度）, 500 千円 
伊神洋平（分担）：ラマン地質圧力計の熱水ダイヤモンドアンビルセルを用いた実験的研究, 科学研究費補

助金・基盤研究（B）（名古屋大学・纐纈 佑衣）（令和 4–7 年度）, 180 千円 
伊神洋平（分担）：ラマン分光法による新たな結晶欠陥解析法の開発, 科学研究費補助金・基盤研究（C）

（早稲田大学・田口知樹）（令和 5–8 年度）, 350 千円 
伊藤正一（代表）：挑戦的研究(開拓) 軽元素及び重元素同位体イメージングが切り拓く新しい太陽系起源物

質の評価方法 科学研究補助金  
伊藤正一（分担）：基盤研究（A）先端中性子結晶学と局所質量分析による地球内部水素の研究 科学研究

補助金 
伊藤正一（分担）：基盤研究（A）隕石ナノ粒子の大規模化学マイニング 科学研究補助金 
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伊藤正一（分担）：基盤研究（B）核－マントル間の炭素同位体分別係数の決定：地球内部炭素循環の解明

に向けて 科学研究補助金 
伊藤正一（分担）：基盤研究（B）地球最古の鉱物に保存された微小包有物から地球の水の起源を読み解く 

科学研究補助金 
伊藤正一（分担）基盤研究（A）隕石超微粒子高速高精度測定による超新星 r 過程元素起源の直接的検証 

科学研究補助金 
生形貴男（代表）：外殻性頭足類の個体発生軌道の進化形態学, 科学研究費補助金・基盤研究（C）（令和

2–5 年度）, 令和 5 年度, 900 千円 
河上哲生（代表）：超高空間分解能マルチ年代測定によるプレート収斂境界のテクトニクス解析の新展開, 

科学研究費基盤研究（A）（令和 5-8 年度）, 2023 年度配分額 13,520 千円 
河上哲生（代表）：東南極セール・ロンダーネ山地における高度変成岩類の温度―圧力―時間―流体活動履

歴の地域性検討, 情報・システム研究機構 国立極地研究所 一般共同研究, 2023 年度配分額 
104 千円 

佐藤活志（代表）：小断層群から複数の摩擦係数を分離検出する応力逆解析法の開発，科学研究費補助金・

基盤研究（Ｃ）（令和 3–5 年度）令和 5 年度 910 千円. 
下林典正（分担）：Multidisciplinary Science としての本草学の再構成, 科学研究費･基盤研究（B）（令和 4-6

年度）（大阪大学・伊藤 謙） 
田上高広（代表）：地質環境の長期安定性評価に係る地形・地質・断層調査技術の高度化に関する共同研

究，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構との共同研究（2023 年度），501 万円． 
田上高広（代表）：熱年代学を用いた新潟神戸歪集中帯の長期変形過程研究，科学研究費補助金・基盤研究

(C)，（2023–2025 年度），2023 年度配分額 156 万円. 
堤 昭人（分担）：Slow-to-Fast 現象の物理化学プロセス解明，科学研究費補助金・学術変革領域研究(A)，

（2021–2025 年度）(海洋研究開発機構・濱田洋平)，2023 年度配分額 100 万円. 
成瀬 元（代表）： Quantitative Core- and Electro-log facies analysis of Brewster Reservoir, Ichthys Field, 委託研

究, INPEX 株式会社（令和 5, 6 年度） 
成瀬 元（代表）：タービダイトは地震・津波を記録するのか？：深層学習逆解析による解明, 科学研究費

補助金・基盤研究（B）（令和 2–5 年度）, 340 千円 
野口高明（代表）：基盤研究（A）彗星塵とされてきた宇宙塵は彗星起源なのか？：分析と分光観測からの

アプローチ 科学研究補助金 
東野文子（代表）：地殻流体の化学的進化から探る剪断帯の動的性質, 科学研究費若手研究, （令和 5-7 年

度）, 2023 年度配分額 1,950 千円 
三宅亮（代表）：鉱物微結晶の構造・形態, 寄付金・学術研究助成金,  1,090 千円  
三宅亮（代表）：電子線を用いた水素の高圧その場観察：地球深部の水循環の解明, 科学研究費補助金・基

盤研究（A） （令和 2–6 年度）,  5,300 千円  
三宅亮（分担）：小スケールマントル対流は存在するのか?~マントル物質が切り開く新たな展望~, 科学研究

費補助金・基盤研究（B）（2023–2027 年度）（東京大学・秋澤 紀克） ,  500 千円  
三宅亮（分担）：太陽系始原物質形成・進化の統一モデルの構築, 科学研究費補助金・基盤研究（A）（立

命館大学・土山 明）（令和 2–7 年度）,  1,000 千円  
三宅亮（分担）：地球の水収支解明の鍵となる物質学的情報：島弧マントル起源物質の加水・脱水様式解

読, 科学研究費補助金・基盤研究（B）（令和 2–6 年度）（金沢大学・森下 知晃） ,  600 千円  
三宅亮（分担）：微小領域質量分析から探る地球のストロンチウム同位体進化の解明, 科学研究費補助金・

基盤研究（B）（令和 2–6 年度）（国立極地研究所・外田 智千）,  200 千円  
山路 敦（代表）：方解石双晶応力深度計の開発と公開，科学研究費補助金・基盤研究（C）（令和 4–6 年

度）, 1820 千円 
渡邊裕美子（代表）：樹木年輪の年層内セルロース酸素同位体比による 高時間分解能 水文プロキシの構

築，科学研究費補助金・基盤研究(C),（2021-2023 年度），2023 年度配分額 100 万円. 
 
 
◇ 受賞 
秋山静佳：日本気象学会 2023 年度秋季大会松野賞, 2023 年 12 月 16 日 
石崎秀晃: 日本気象学会年度 2023 年度秋季大会, 松野賞, 2023 年 12 月 16 日. 
小池 春人：地球電磁気・地球惑星圏学会 学生発表賞（オーロラメダル）, 2023 年 9 月 
坂崎貴俊: 日本気象学会 2023 年度正野賞, 2023 年 5 月 24 日.  
清水陸：日本気象学会 2023 年度春季大会松野賞, 2023 年 6 月 5 日 
戸田望：日本気象学会 2023 年度秋季大会松野賞, 2023 年 12 月 16 日 
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福嶋陸斗：日本測地学会賞瀬戸賞 2023 年度出版支援, 2023 年 12 月. 
藤田駿: 日本流体力学会年会 2023 若手優秀公演表彰, 2023 年 9 月 22 日. 
藤田駿: 日本気象学会 2023 年度秋季大会 松野賞, 2023 年 12 月 16 日. 
米田匡宏：地球電磁気・地球惑星科学連合学生優秀発表賞, 2023 年 11 月. 
 
 
牛丸健太郎：日本地質学会第 130 年学術大会学生優秀発表賞, 2023 年 9 月 19 日． 
牛丸健太郎：日本地質学会第 130 年学術大会学生優秀発表賞, 2023 年 9 月 19 日．（同じ日に 2 件） 
鈴木康太：日本地質学会研究奨励賞 (在学時に出版済の論文に対する受賞) 2023.09.17 
Akimasa Suzumura: “PA5-02: Development of the analysis method for selectively estimating molecular H2O and 

hydroxyls contents in rhyolitic glass using secondary ion mass spectrometry”, Student Poster Award of the 
14th International Symposium on Applied Isotope Geochemistry, Tohoku University, Sendai, August 17-
26, 2023. 

長門 巧：日本地質学会第 130 年学術大会学生優秀発表賞，2023 年 9 月 18 日． 
福田壮二郎・成瀬 元：日本堆積学会 2023 年論文賞, 2023 年 4 月 22 日 
古居晴菜・生形貴男：日本古生物学会 2022 年度論文賞, 2023 年 6 月 30 日 
三津川 到 ：日本鉱物科学会 2023 年年会研究発表優秀賞, 2023.09.16 
横井雅範 ：日本鉱物科学会 2023 年年会研究発表優秀賞 2023.09.21 
横井雅範 ：日本地質学会第 130 年学術大会学生優秀発表賞 2023.10.03 
横井雅範 ：令和 5 年度京都大学理学研究科地球惑星科学専攻修士論文賞 2023.02.06 
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